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1 ．はじめに
　日本における中国語教育の教育理念や教育目標
についてさまざまな提言がある中で，教育理念，
教育目標，学習目標，授業作りについて詳しくま
とめたものに『外国語学習のめやす2012』がある．
第二外国語として中国語を学習する学生と中国語
専攻の学生とでは，動機づけから習得目標まで大
きく異なるが，『外国語学習めやす2012』で述べ
られている教育理念「他者の発見・自己の発見・
つながりの実現」については通じるところがある
と考える．同書は教育目標として「総合的コミュ
ニケーション能力の獲得」を掲げている．これに
関しても，第二外国語として中国語を学習する学
生に対して，中国語専攻の学生と同等レベルの習
熟度を求めるのは難しいものの，目指すべき目標
であろう．
　教育現場における現実的な課題として，まず第
一に，いかにして学生たちに基礎的な知識を習得
させるのか，その次に，規定の学習時間終了後，
いかにして学生たちに自ら中国語学習を継続させ
るのか，が挙げられる．中国語教育1）を行う上で
1 ）	 以後，「中国語教育」と記した場合，すべて「第
二外国語における中国語教育」であることを指す．
重要であると考えられているこの二点はどちらも
動機づけと深く関連している．中国語学習の動機
づけに着眼した研究に，主に，安（2003，2004），
李（2004），任（2008），王（2013），伊藤（2013），
砂岡ら（2016）などがある．しかし，同じ調査対
象者に対して行う動機づけの変化及び継続学習に
影響を及ぼす要因分析に着眼したものはまだ多く
ない．そこで，本稿は，①中国語の学習期間中に
おいて動機づけはどのような変化が生じるものな
のか，②規定の学習時間終了後の学習継続を促す
要因はどのようなものなのか，を考察するために，
本学2）で中国語を選択している学生（二年次）に
対して， アンケート調査を実施した．アンケート
の調査結果を分析することにより，教育現場に応
用できる教育的示唆を得たいと思う．
2 ．考察の対象となる動機づけ方略及び調査方法
　本稿での考察対象となる動機づけ方略について
説明する．動機づけ理論の 1 つに自己決定理論
（Ryan&Deci, 2000など）がある．自己決定理論
2 ）	 本学は，レギュラークラスとインテンシブクラス
を設置してある．いずれも学習期間は二年間であり，
レギュラークラスの授業回数は週二回，インテンシ
ブクラスの授業回数は週三回である．
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の内面プロセスは一般的に上の【表 1 】のように
示される．
　櫻井（2009）では，「無動機づけは自己調整（内
在化）がなされていない状態であること，外発的
動機づけは自己調整（内在化）の程度により，最
も低い外的調整から，取り入れによる調整，同一
化（同一視）による調整，統合による調整へと徐々
に段階が高くなっていくこと，内発的動機づけは
内発的調整によること，が見てとれる．」と述べ
ている．また，それぞれの調整方略3）について，
下に示したような学習場面を想定している．
・内的調整：「興味があるから」，「好きだから」
・統合的調整：「やりたいと思うから」
・ 同一化的調整：「自分にとって重要だから」，
「将来のために必要だから」
・ 取り入れ的調整：「やらなければならないか
ら」，「不安だから」
・外的調整「やらないと叱られるから」
・非調整「やりたいと思わない」
　本稿は，【表 1 】に示した無動機づけ，外発的
動機づけ，内発的動機づけの隣り合う調整方略間
では強い相関性4）を持つとされることや，調査対
3 ）	 櫻井（2009）の「内発的調整」，「統合による調整」，
「同一化（同一視）による調整」，「取り入れによる
調整」は，本稿においては「内的調整」，「統合的調
整」，「同一化的調整」，「取り入れ的調整」と記する．
4 ）	岡田（2010a）は，「メタ分析によって自己決定理
論における動機づけ概念間の相関の程度を明らかに
した．非動機づけから内発的動機づけに向かうにつ
れて，隣り合う動機づけの間の相関が強くなる傾向
がみられた．特に統合的調整は，隣り合う同一化的
調整及び内発的動機づけと強い相関を示した」と述
べた．
象者である本学の学生にとって， 6 言語5）からの
選択であることを鑑み，無動機づけを考察対象外
とする．また，【表 1 】に示した内発的動機づけ
の調整方略である内的調整と外発的動機づけの調
整方略に属する統合的調整をまとめて「内的調
整」，取り入れ的調整と外的調整の概念間におけ
る類似性が高いことから，この二つの調整方略を
まとめて「外的調整」として調査することとする．
よって，本稿は「内的調整」，「同一化的調整」，「外
的調整」の三つの方略に限定して議論を進める．
次に，調査方法等について述べる．
調査協力者：レギュラークラス（13クラス）6）
に在籍している学生405名を調査対象とする．
292名から回答を得ることができた．その内，
欠損値があった37名を除いた255名の有効回
答を分析に用いる．
調査時期：2017年12月
調査手順：レギュラークラスの担当教師の協力
を得て，授業時間内に実施した．
項目の回答形式：「 5 ．とてもよくあてはまる」，
「 4 ．あてはまる」，「 3 ．どちらともいえな
い」，「 2 ．あてはまらない」，「 1 ．まったく
あてはまらない」の 5 件法である．
質問紙の形式：一年次の時と二年次現在につい
ての動機づけなどの変化を調査するため，同
じ質問項目について，それぞれ，一年次の時
5 ）	 ドイツ語，フランス語，中国語，スペイン語，朝
鮮語，ロシア語
6 ）	 レギュラークラスの授業の進め方：一年次は二人
の教師がリレー形式で同じ教材を進める．二年次は
二人の教師が別々の教材を用いる．
【表 1】自己決定連続体のモデル（Ryan&Deci,2000;櫻井2009を参考にして作成）
無動機づけ 外発的動機づけ 内発的動機づけ
無調整 外的調整 取り入れ的調整 同一化的調整 統合的調整 内的調整
低　　　　 　　　　自己決定の度合い　　　　 　　　　高
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の状況と二年次現在の状況について，質問紙
に記入させた．7）
質問紙の構成：質問紙は， 6 部8）構成の計31の
質問項目からなる．なお，本稿で考察に使う
のは【表 2 】に示す 6 項目9）及び自由記述の
部分である．
　Q 1 ～ Q 4 の質問項目は安（2003，2004），李
（2004），櫻井（2009）の動機づけ尺度10）を参考に，
前述した内的調整・同一化調整・外的調整の調査
に適用できるように一部修正した．「教師に対す
る信頼感」関する質問項目 Q 5 は王（2013）を参
考にした．また，Q 6 は学生に中国語の学習継続
7 ）	 記述上の統一性を考慮し，Q 1 ～Q 4 に関する調
査結果を示す際には，【表 2 】の二年次（現在）を
尋ねる質問項目に書かれた質問文で統一する．
8 ）	 A）なぜ中国語を選択したのか，また現在はどの
ような動機づけで勉強しているのかを教えてくださ
い．
	 	 B）中国語の学習法について教えてください．
	 	 C）教師について教えてください．
	 	 D）単語帳テストについて教えてください．
	 	 E）今後の中国語学習について教えてください．
	 	 F）	自由記述：中国語学習を振り返って
9 ）	 学習方略や本学で毎年実施している「単語帳テス
ト」に関連した項目は本稿の考察範囲外であるため，
【表 2 】に記しない．
10）	 自己調整の動機づけを測定する尺度が多く作成さ
れ，それぞれの下位尺度に自己調整が仮定されてい
るが，同一下位尺度名でありながら内容は整理され
ていない．（畑野2010）
意識について問うものである．
3 ．先行研究
　自己決定理論に着眼した中国語教育に関する先
行研究には，主として，安（2003，2004），李
（2004），任（2008），王（2013），伊藤（2013），
砂岡ら（2016）などがある．
　安（2003，2004）は，日本人大学生は大学に入
り，第二外国語の授業を選択する際，勉強したい
語学に興味を持つという統合的動機と，目標言語
を使う仕事をしたいという道具的動機11）の他に，
ただ単位が簡単にとれるために目標言語を選択す
11）	 Gardnerらの理論の中で最も広く知られたものに，
志向（orientation）がある．Gardner の定義では，
志向とは，言語学習を行う「理由」と同義であると
みなされるが，この「志向」には「統合的」「道具的」
という二つの種類があるとされる．「統合的志向
（integrative orientation）」とは，目標言語話者の集
団やその文化，言語をもっと知り，その中に溶け込
みたいから目標言語を学ぶ，というものである．一
方，「道具的志向（instrumental orientation）」とは，
よりよい仕事や待遇を得るためや，大学に入るため
にその言語を学ぶという実用的なものである．
Gardner の一連の研究は，言語到達における道具的
な志向の有効性を否定するものではないが，目標文
化・社会との一体化を望む統合的な志向を持って学
習を行う学生のほうが，第二言語学習においてより
成功するのではないかという仮説を立てた．（守谷
2002）
【表 2】
一年次 二年次（現在）7 ）
Q 1 内的調整 中国の歴史や文化に興味があったから 中国の歴史や文化に興味がある　
Q 2 中国人と交流したかったから 中国人と交流したいと思っている
Q 3 同一化的調整 中国語ができると就職に有利であると思っ
たから
中国語ができると就職に有利であると思う
Q 4 外的調整 単位を取るため 単位を取るため
Q 5 教師に対する信頼感 教師に親しみを感じていた 教師に親しみを感じている
Q 6 学習継続意識 今後も中国語を学んでいく
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る人の動機を消極的動機12）と名づけた．そして，
中国語学習において，学習動機，達成目標志向性，
言語学習方略，成績の間の因果関係を調べた結果，
学習過程に関するモデルの検証を行った．
　第二外国語の選択動機について，詳細に調査し
たものに砂岡ら（2016）がある。砂岡ら（2016）は，
「自由記述による学生の第二外国語選択動機の分
析で，各言語共通で「興味」「面白い」「好き」「楽
しい」など自己決定度の高さを窺わせる語彙が上
位に現れた．選択動機の順位は言語で異なる．ロ
シア語や朝鮮・韓国語は 6 言語13）中，内発的動機
づけの順位が最も高いが，二年次以後は低下傾向
がみられる．中国語やスペイン語は「実用的」「役
にたつ」など実用重視の順位が高く，フランス語
やドイツ語は「かっこいい」「英語と似ている」
など取り入れ的調整が強いとの調査結果を出して
いる．」であることを明らかにした。
　その他に，伊藤（2013）は，「取り入れ的調整，
同一化的調整，内発的動機づけのように中国語の
学習に対して積極的な動機づけが高い人ほど，「会
話」「語彙」「文化・歴史」のいずれも学習ニーズ
が高い．」であることを検証した．また，教師の
指導行動と動機づけ，学習方略との関連から論じ
たものには王（2013）がある．王（2013）は，「教
師の受容的指導行動と中国語を学習する内発的価
値，自己効力感及び自己調整学習方略との間に関
連性があることを論証した．更に日本人大学生の
中国語学習において，とりわけ教師の親和的態度
や楽しい授業を目指した実践は学生の内発的価値
や自己効力感を高めてゆく上で非常に重要である
12）	 安（2003）の「消極的動機」について，任（2008）
は，中国語の単位が取りやすい，中国語は漢字があ
って他の語学より学びやすいであるため，「他言語
との比較因子」と名付けた．
13）	 スペイン語，フランス語，ドイツ語，ロシア語，
中国語，朝鮮・韓国語
こと．」を指摘した．
　先行研究の知見を踏まえた上，以下中国語の学
習期間中に生じた動機づけの変化，及び継続学習
に影響を及ぼす要因を考察する．
4 ．動機づけに関する調査結果及び考察
　一年次の時の状況と二年次現在における内的調
整・同一化的調整・外的調整について，有効回答
255名から得られた調査結果を順々に考察していく．
4.1　内的調整方略について
　内的調整の変化を考察するため，Q 1 「中国の
歴史や文化に興味がある」及び Q 2 「中国人と交
流したいと思っている」の二つの質問項目を用い
た．自己決定理論の観点からは，内的調整を行う
学生は学習対象科目に対して，肯定的な価値を感
じるため，学生の学業成績によい影響を与えると
考えられている．
　まず，「中国の歴史や文化に興味がある」の調
査結果は【図 1 】に示した．調査結果から，一年
次では肯定的回答14）（「当てはまる」，及び「とて
もよく当てはまる」）を選択した学生数は合わせ
て38名であり，二年次になると77名に倍増したこ
とが読みとれる．つまり，二年次現在では内的調
整の状態にいる学生は全体の三割程度である．一
方，否定的回答15）（「当てはまらない」，及び「全
く当てはまらない」）は合計の121名（一年次）か
ら93名（二年次）に減少した．
　次に，「中国人と交流したいと思っている」を
まとめた調査結果【図 2 】から，「中国人と交流
14）	 以下，「肯定的回答」と記した場合は「当てはま
る」，「とてもよく当てはまる」の両選択肢を含むこ
ととする．
15）	 以下，「否定的回答」と記した場合は「当てはま
らない」，「全く当てはまらない」の両選択肢を含む
こととする．
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したいと思っている」に肯定的回答をした学生は
一年次の32名から二年次の65名に増加し，また，
否定的回答をした人は，一年次に152名いたのが，
二年次になると109名と減少していたことがわか
る．したがって，「中国人と交流したいと思って
いる」学生は一年次では有効回答の13％であった
が，二年次では25％に増えた．
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【図 2】Q 2 中国人と交流したいと思っている
　なお，中国語を学習する過程で内的調整を行う
ようになる学生がほぼ倍増したことに関して，そ
の増加に関わる要因についての分析は今後の研究
課題となるであろう，本学の場合は ，一，二年
次の中国語の授業において，中国人留学生と交流
する機会を設けたこと，また教材の面では積極的
に中国文化に触れさせたことが要因として考えら
れる．
4.2　同一化的調整方略について
　同一化的調整の変化を考察するために， 質問項
目の Q 3 「中国語ができると就職に有利であると
思う」を用いた．【図 3 】に，その調査結果を示す．
【図 3】Q 3 中国語ができると就職に有利であると思う
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　「中国語ができると就職に有利である」に対す
る回答で，一年次で肯定的回答をしたのは有効回
答255名の内の133名，そして二年次現在では132
名とほぼ横ばいである．
　また，【図 3 】の調査結果と内的調整の調査結
果を比較すると，内的調整を行った学生が二倍近
く増加したにも関わらず，同一化的調整を行った
学生の人数はほぼ横ばいであることは，岡田
（2010b）が，「同一化的調整と内発的動機づけと
の関連性が強ければ，片方に働きかけることでも
う一方も付随的に高まる可能性が考えられるが，
それほど関連が強いものでなければ，いずれの側
面を重視するかによって指導方法を変える必要が
ある．」と論じたことを踏まえると，内的調整と
同一化的調整の関連性がそれほど強くないように
思われる．
　しかし，同一化的調整に肯定的回答をした学生
に限定し，内的調整に対して肯定的回答をする割
【図 1】Q 1 中国の歴史や文化に興味がある
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合を調査した結果，【図 4 】に示す変化が生じて
いたことがわかる．
【図 4】Q 3 において肯定的な回答をした学習者の内
的調整の変化
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　【図 4 】は，「中国の歴史や文化に興味がある」
に肯定的回答をした人の割合が一年次の21％から
二年次の41％にほぼ倍増したこと，また「中国人
と交流したい」に関しても，一年次の18％から二
年次の36％に倍増したことを示している．この調
査結果は，内的調整は同一化的調整に働きかける
ことはないが，同一化的調整をする学生の中で，
中国語学習を通して同時に内的調整も行うように
なることを示唆している．
4.3　外的調整方略について
　最後に，外的調整の変化を考察するために用い
た Q 4「単位を取るため」の調査結果を考察する．
外的調整というのは，「やらなければならないか
ら」，「不安だから」といったように中国語学習に
積極的に関わるというより，受け身的に行う調整
方略であることを指す．その調査結果を示す【図
5 】では，「単位を取るため」に肯定的回答をし
た学生は，一年次と二年次において有効回答255
名の内，それぞれ180名と178名であり，共に約70
％であった． 
【図 5】Q 4 単位を取るため
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　ここで，外的調整をする学生の中で，内的調整
も行っているのかについて調べるために，「単位
を取るため」に肯定的回答をした一年次（180名）
と二年次（178名）に対して， 内的調整に対して
も肯定的回答をする割合を調査した．調査結果を
【図 6 】に示す．
【図 6】Q 4 において肯定的な回答をした学習者の内
的調整の変化
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　【図 6 】は，「中国の歴史や文化に興味がある」
に肯定的回答をした人の割合が一年次の12％から
二年次の29％に増えたこと，また，「中国人と交
流したい」に関しても，一年次の 8 ％から二年次
の24％に増えたことを示している．
　【図 4 】と【図 6 】から，中国語学習期間中に
おいて，同一化的調整及び外的調整は内的調整に
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よる影響を受けことはほとんどないが，同一化的
調整及び外的調整を継続することにより，【図 7 】
に示したような，内的調整にプラス的な影響を及
ぼす可能性が高いことを示唆する結果が得られた。
れた。
【図 7】動機づけの変化
7 
 
【図６】は,「単位を取るため」に肯定的回答をした学生のうち,一年次において「中国の歴史や文化に興味が
ある」に肯定的回答をした 12.2％を占めていた割合は二年次では 28.7%に増加したこと,また,「中国人と交流し
たい」に関しても,一年次において,肯定的回答をした割合 8.3％が二年次では 24.2 %に増加したことを示してい
る. 
【図４】と【図６】から,中国語学習期間中において,同一化的調整および外的調整は内的調整による影響を受
けことはほとんどないが,同一化的調整および外的調整を継続することにより,【図７】に示したような,内的調
整にプラス的な影響を及ぼす可能性が高いことを示唆する結果が得られた。 
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以上,一年次と二年次における動機づけの調整方略に関する変化を分析した.次は継続学習に影響を及ぼすと
される要因の分析を行う. 
 
５.継続学習に影響を及ぼす要因 
 
継続学習に影響を及ぼす要因は複数存在する,特に上述した内的調整や同一化的調整による影響が強いこと
が推測される.そこで,内的調整・同一化的調整及び,教師に対する信頼感が本学の学生にとって学習継続の意欲
にどれほどの影響を及ぼすのかについて考察する. 
考察を進める前に,まず,「教師に対する信頼感」を継続学習に影響を及ぼす要因検討項目とする理由を述べ
ることにする.教師に対する信頼感が学生の動機づけや学生の成績に影響するということは先行研究で指摘さ
れている.中でも,王（2013）は,「日本人大学生の中国語学習において,教師の配慮的態度,学生の気持ちをよく
受け止めること,学生とよくコミュニケーションをとることや親しみを感じさせることで,学生は中国語を学ん
でいることが好きになり,面白く思い,そして学習する動機づけとしての内発的価値を高め,成果にも結びつい
ていくことが予測される.また,教師の受容的指導態度,教師からの励ましや信頼できる指導が日本人大学生の
中国語学習に対する自信を高めることになり,そして,「中国語が得意である」や「良い成績をとれる」といっ
た自己効力感を高めることが考えられる.」と中国語教育の観点から論じていた.先行研究の成果を踏まえると,
「教師に対する信頼感」は継続学習にも強い影響を及ぼすと考えられる. 
「教師に対する信頼感」を調査するために, 質問項目の Q5「教師に親しみを感じる」を用いた.有効回答 255
名から得られた調査の結果を【図 8】,【図 9】に円グラフで示す. 
【図 8】 
 
 
 
 
　以上，一年次と二年次における動機づけの調整
方略に関する変化を分析した．次は継続学習に影
響を及ぼすとされる要因の分析を行う．
5 ．継続学習に影響を及ぼす要因
　継続学習に影響を及ぼす要因は複数存在する，
特に上述した内的調整や同一化的調整による影響
が強いことが推測される．そこで，内的調整・同
一化的調整及び，教師に対する信頼感が本 の学
生にとって学習継続の意欲にどれほどの影響を及
ぼすのかについて考察する．
　考察を進める前に，まず，「教師に対する信頼感」
を継続学習に影響を及ぼす要因検討項目とする理
由を述べることにする．教師に対する信頼感が学
生の動機づけや学生の成績に影響するということ
は先行研究で指摘されている．中でも，王（2013）
は，「日本人大学生の中国語学習において，教師
の配慮的態度，学生の気持ちをよく受け止めるこ
と，学生とよくコミュニケーションをとることや
親しみを感じさせることで，学生は中国語を学ん
でいることが好きになり，面白く思い，そして学
習する動機づけとしての内発的価値を高め，成果
にも結びついていくことが予測される．また，教
師の受容的指導態度，教師からの励ましや信頼で
きる指導が日本人大学生の中国語学習に対する自
信を高めること なり，そして，「中国語が得意
である」や「良い成績をとれる」といった自己効
力感を高めることが考えられる．」と中国語教育
の観点から論じていた．先行研究の成果を踏まえ
ると，「教師に対する信頼感」は継続学習にも強
い影響を及ぼすと考えられる．
　「教師に対する信頼感」を調査するために， 質
問項目の Q 5「教師に親しみを感じる」を用いた．
有効回答255名から得られた調査の結果を【図 8 】，
【図 9 】に円グラフで示す．
【図 8】Q 5 教員に親しみを感じていた（ 1年次）
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　【図 8 】，【図 9 】に示したように，一年次に「教
師に親しみを感じている」16）と肯定的回答をした
人は過半数を超える57％であり，そして，二年次
の現在に関して肯定的回答をしたのは58％であっ
た．また，「教師に親しみを感じている」に否定
的であると回答した学生は一年次では13％，二年
16）	 質問紙の自由記述の部分に書かれた，「教師に関
するコメント」の一部を紹介する．
	 ・	とてもよい先生に恵まれて感謝の気持ちでいっぱ
いです．
	 ・	先生方がとても良い方で，とても楽しく学ぶこと
ができた．
	 ・先生が良かったおかげで楽しめた．
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次では14％であるため，一年次の時と二年次現在
において，肯定的回答の比率及び否定的回答の比
率に変化はほぼみられない．教師にあまり信頼感
を持っていない学生に対して，今後更に学習サポ
ートの方法を改善していくべきであるが，教師と
生徒の信頼感の形成過程において，中井（2015）
は，「生徒と教師の信頼関係の形成過程は，教師
側の要因と生徒側の要因が相互作用を繰り返すこ
とで次第に構築されていくプロセスであると考え
られる．これまで教師―生徒関係は現在，生徒が
接している「教師側の要因」の側面から論じられ
ることが多かった．しかし，教師―生徒関係は教
師の指導態度・指導行動といった教師側の要因だ
けでなく，生徒の教師との関係の形成・維持に対
する動機づけといった「生徒側の要因」も含めて
捉え直していく必要性が示唆された．」と述べた
ように学生の個人的な要因も看過できない．なお，
教員に対する信頼感について，否定的回答をした
学生が少数であることから，本学では中国語の教
員に対する信頼感が総じて高い傾向にあると言え
よう。
　次に，内的調整・同一化的調整・教師に対する
信頼感はそれぞれ継続学習にどの程度の影響を及
ぼすものであるのかを考察していく。
　考察を進めるにあたって，まず， 質問項目の
Q 6 「今後も中国語を学んでいく」を用いて，本
学の二年次に在学中の学生たちは規定の中国語学
習時間終了後に，中国語学習を継続するかどうか
に関しての意識調査を行った。
　調査結果は【図10】に示した通りである。肯定
的回答をした学生は69名（27％），どちらでもな
いと回答した学生は120名（47％），否定的回答を
した学生は66名（26％）であった。
【図10】Q 6 今後も中国語を学んでいく
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　【図10】の調査結果から，有効回答255名の内69
名が継続学習に意欲的であることが判明した。そ
こで，この69名を対象に Q 1 「中国の歴史や文化
に興味がある」，Q 2 「中国人と交流したいと思
っている」，Q 3 「中国語ができると就職に有利
であると思う」，Q 5「教師に親しみを感じている」
の回答を調べることにする。
　調査結果は【図11】に示す。
　【図11】に示した調査結果を見ると，Q 1 に肯
定的回答を記したのは69名の内30名（43％），
Q 2 に肯定的回答を記したのは69名の内32名（46
％），Q 3 に肯定的回答を記したのは69名の内48
名（70％），Q 5 に肯定的回答を記したのは69名
の内52名（75％）であることがわかる．従来の研
究において，「内発的動機づけ」の調査に用いら
れる質問項目である「中国の歴史や文化に興味が
ある」及び「中国人と交流したいと思っている」
【図 9】Q 5 教員に親しみを感じている（ 2年次）
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は語学教育の現場において，動機づけとしてもっ
とも自発的なものと考えられてきた17）ため，本学
の学生の継続学習を促す要因としても，やはり内
的調整を行っているかどうかが最も重要であると
予想されるが，しかし，本稿における調査では，
継続学習にプラス的な影響をもたらす一番の要因
は，Q 5 の「教師に親しみを感じている」であり，
また，それに次ぐ要因は，内的調整ではなく，同
一化的調整であることを示している．
　以上の考察を踏まえると，本学において中国語
学習を継続させるためには，中国語の教師による
積極的な学習支援，更には学生との信頼関係の構
築が大切であることがわかる．また，実際に教師
による教育支援を行う際は，学生が中国語学習を
する時に得られるフロー状態18）を感じさせること
17）	 李（2004）は，「大学生は内部的要因によってよ
りも，外部的要因によって中国語を勉強する傾向が
強い．「外発的動機づけ」は学生の中国語習得を促
す働きがあると考えられるが，教育現場では「内発
的動機づけ」が中心的な役割を果す．従って，教師
は学生の「内発的動機づけ」をいかに育てるかが重
要である」と指摘している．
18）	 質問紙の自由記述の部分に書かれた，「学生が中
国語学習をする際に感じたフロー状態」の一部を紹
介する．
	 ・	少しでも中国語が書けたり，読めるようになった
りしたことは嬉しかった．今後もできるだけ中国
語を学びたいと思うようになった．
	 ・	楽しかったです．これからも自分で学んでいきた
いです．
や，予見段階19）における学習目標に対する予見不
足への支援も積極的に行うべきであると考える．　
6 ．おわりに
　本論考では，本学の二年次に在学中の学生に対
して質問紙によるアンケート調査を行い，その調
査結果について①中国語の学習期間中に動機づけ
に変化があったか，②規定の学習時間終了後にお
ける学習継続を促す要因はどのようなものか，に
着眼した分析を行った．分析の結果，中国語の学
習期間中に内的調整をする学生の割合は著しく伸
びたのに対し，同一化的調整や外的調整を行う学
生の割合は横ばいの傾向を示すことが判明した．
また同一化的調整及び外的調整を行っている学生
は同時に内的調整も行っていることが示唆された．
そして，規定の学習時間終了後における継続学習
を促す要因については，中国語の学習期間中に，
担当教師に対する信頼感が高いほど，継続学習に
意欲的であるという調査結果が得られた．
　今後の課題は，実践調査や実践研究を通して多
くの知見を蓄積し，その研究成果を実際の中国語
教育の現場に応用できるような教材作りや授業デ
ザインでの活用の可能性を探ることであると考える．
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